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平成19年度一般会計予算総額は
６１億１，２３０万円

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
61
億
１

２
３
０
万
円
で
、
前
年
度
比
32
・
５

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
の
構
成
比
は
、
町
税
が

74
・
３
％
と
一
番
高
く
、
次
い
で
繰

入
金
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、

諸
収
入
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
町
税
は
２
・
５
％
増

の
45
億
４　

０
０
４
万
３
千
円
、
繰

入
金
は
88
・
１
％
減
の
４
億
１　

５

０
７
万
円
、
国
庫
支
出
金
は
８
・
４

％
増
の
２
億
５
３
１
万
８
千
円
に
な

る
な
ど
歳
入
全
体
で
は
、
29
億
４　

７
５
０
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

款
19年度

予算額

18年度
比較 増減率

一般会計
歳入合計

　

歳
出
予
算
で
構
成
比
が
一
番
高
い

の
は
、
民
生
費
で
25
・
９
％
と
な
っ

て
お
り
、
次
い
で
土
木
費
、
総
務
費
、

教
育
費
、
諸
支
出
金
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
民
生
費

は
13
・
５
％
増
の
15
億
８　

０
１
３

万
３
千
円
、
土
木
費
は
４
・
０
％
増

の
14
億
６　

０
５
９
万
３
千
円
、
総

務
費
は
74
・
１
％
減
の
９
億
５　

４

２
０
万
１
千
円
、
教
育
費
は
49
・
６

％
減
の
７
億
１
６
０
万
９
千
円
、
諸

支
出
金
は
90
・
９
％
増
の
４
億
２　

６
３
２
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
主
な
項
目
ご
と
に
予

算
の
使
い
道
を
紹
介
し
ま
す
。

　

主
に
道
路
や
水
路
の
整
備
を
行
い
、

み
な
さ
ん
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
予
算
で
す
。

　

新
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
連
し

た
町
道
の
整
備
等
を
行
う
と
と
も
に
、

雨
水
に
よ
る
浸
水
へ
の
対
策
と
し
て

都
市
下
水
路
の
整
備
等
を
実
施
し
ま

す
。

　

ま
た
、
富
洲
原
駅
地
区
整
備
の
た

め
の
実
施
設
計
策
定
業
務
を
実
施
し

ま
す
。 ●

土
木
費

●
民
生
費

町税

45億4,004万3千円（2.5％）

繰入金　4億1,507万円（▲88.1％）

県支出金　1億9,549万1千円（50.4％）

諸収入　1億7,234万6千円（▲5.3％）

財産収入　1億3,986万円（22.4％）

国庫支出金　2億531万8千円（8.4％）

地方消費税交付金　1億1,200万円（0.9％）

その他（※１）　

3億3,217万2千円（22.4％）

（※１）その他の内訳
●分担金及び負担金　8,699万1千円（27.6％）
●繰　越　金　7,000万円（40.0％）
●地方譲与税　6,000万円（▲61.3％）
●使用料及び手数料　4,267万9千円（11.9％）
●自動車取得税交付金　3,100万円（3.3％）
●地方特例交付金　2,500万円（▲59.0％）
●利子割付交付金　500万円（▲66.0％）
●配当割交付金　500万円（66.7％）
●株式等譲渡所得割交付金　350万円（0.0％）
●交通安全対策交付金　300万円（7.1％）
●地方交付税　1千円（0.0％）
●寄付金　1千円（0.0％）

一般会計
歳出合計

土木費

14億6,059万3千円

（4.0％）総務費

9億5,420万1千円

（▲74.1％）

民生費

15億8,013万3千円

（13.5％）

衛生費　3億6,364万5千円（0.1％）

消防費　2億4,796万円（11.1％）

諸支出金　4億2,632万9千円（90.9％）

その他（※２）　

3億7,783万円（▲0.7％）

（※２）その他の内訳

●公債費　1億3,684万2千円（▲0.7％）
●議会費　1億848万7千円（3.3％）
●農林水産業費　1億381万9千円（▲5.1％）
●商工費　1,866万6千円（1.7％）
●予備費　1,000万円（0.0％）
●災害救助費　1万6千円（0.0％）

歳
出
は
、
安
全
で
安
心
で
き

る
生
活
環
境
整
備
の
た
め
、

各
種
事
業
へ
効
果
的
に
配
分

教育費

7億160万9千円

（▲49.6％）

繰
入
金
の
大
幅
減
に
よ
り
、

歳
入
全
体
で
２９
億
の
減
少

歳　

出

歳　

入

　

町
の
平
成
19
年
度
予
算
が
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
出
予
算
総
額
は

１
０
８
億
３　

９
４
１
万
１
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
25

億
４　

６
８
１
万
２
千
円
、
率
に
し
て
19
・
０
％
の
減
と
な
り
ま
し
た

（
表
１
）
。

　

主
に
社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
障

害
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
に
関

す
る
予
算
で
す
。

　

本
年
度
は
、
児
童
福
祉
事
業
と
し

て
児
童
館
建
設
工
事
、
児
童
公
園
の

遊
具
の

改
修
を

実
施
し

ま
す
。

ま
た
、

中
部
保

育
所
の
屋
根
改
修
工
事
、
延
長
保
育

の
促
進
等
子
育
て
支
援
対
策
事
業
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
事
業
と
し
て
、
自
立

支
援
法
に
基
づ
く
障
害
者
自
立
支
援

介
護
、
障
害
者
自
立
支
援
訓
練
等
の

各
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
本

年
度
よ
り
障
害
者
及
び
保
護
者
等
へ

の
相
談
支
援
や
聴
覚
・
言
語
等
障
害

者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
昨
年

度
に
引
続
き
、
在
宅
ひ
と
り
暮
し
に

対
す
る
障
害
者
緊
急
通
報
装
置
事
業
、

心
身
障
害
者
へ
の
理
髪
や
お
む
つ
等

の
給
付
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
事
業
と
し
て
、
昨
年

度
に
引
続
き
老
人
福
祉
施
設
入
所
者

措
置
費
や
高
齢
者
住
宅
改
造
補
助
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

町の「顔」となるべく、整備が
進められる富洲原駅地区

，

，

，
，

　61億
1,230万円

61億
1,230万円

，

，

，
，

，

，

△32.5

12.1

 13.7

 △0.2

0.1

4.5

1.2

  59.1

1.9

326.3

  △19.0

△2,947,500

127,940

128,190

△250

810

24,430

16,780

230,728

6,000

 224,728

△2,546,812

9,059,800

1,060,710

936,160

124,550

  969,900

537,310

 1,368,370

390,133

321,252

 　68,881

13,386,223 

  6,112,300

 　1,188,650

 　1,064,350

　　124,300

　　970,710

  　561,740

   1,385,150

 620,861

327,252

  293,609

　 10,839,411

一 般 会 計

国民健康保険会計

　 事 業 勘 定

　 診 療 勘 定

老 人 保 健 会 計

介 護 保 険 会 計

公 共 下 水 道 会 計

水 道 事 業 会 計

　 水 道 事 業 収 益

　 資 本 的 収 入

歳 出 合 計

（表１）

（　　）内は前年度比増減率

（　　）内は前年度比増減率
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